
約一ヶ月間のラオス遠征から帰ってきた時、自宅の安
心安全で快適な空気感に悶 と々したものを感じてい

た。刺激的な日々からの解放は平和な世界で生きる幸せな
のだろう。でも虫屋の心は刺激を求めている。そうだ、ゴマ
シジミを見に行こう…。そう思ったら車に車中泊の荷物を
載せて、気がつけば西へ向かっていた。
　中国山地には遥々遠くから来た疲れも忘れるような夏の
山、草原、田園風景が広がっていた。そしてそこには小さく

も確かな彩りを添えるゴマシジミが今年も舞っていた。残
念なことに西日本のゴマシジミは、ニューズレターNo.83で
斎藤基樹氏が紹介された北海道のゴマシジミとは真逆の
運命を辿って激減している。私のような若年者にも西日本
各地のゴマシジミを観察するチャンスがまだ残されていた
のは奇跡かもしれない。でも次の世代は私と同じ青春の思
い出を作ることはできるのだろうか。真剣に考えさせられて
しまう。
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2023年度総会・大会は12月9日!
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晩夏の草原で命を繋ぐゴマシジミ

▲岡山県真庭市(旧中和村)にて　2022年8月20日　撮影：楠本優作
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★ ２０２３年度

　　　　　  会員総会・大会

【日時】２０２３年12月9日

（土）※時間未定

※演題の集まり具合を見て開

始時間を決定いたします。

★大会の演題を

                        大募集します！！

締め切りは10月20日です！

【一般講演・募集要項】

◉講演の申し込みは会員に限

ります。ただし共同発表者に

非会員が入ることは構いませ

ん。
◉演題は蝶に関するものであ

れば幅広く受け付けます。講

演の演題・内容について簡単

なメモ程度で構いませんので

以下の事務局までメール送信

下さい。

◉講演の採否は実行委員会に

一任ください。

◉持ち時間は質疑応答含め15

分とします。

◉講演いただく場合にはA4サ

イズ１枚程度の講演要旨を事

前に送付下さい。

◉講演スライドはマイクロソ

フト社のパワーポイントで作

成し、期日までに事前送付下

さい。

【申し込み締め切り】

  ２０２３年10月20日（金）

  17時・厳守

★
2022年

度
第
3
回
理
事
会
議
事
録

【
日
　
時
】　
2022年

12月10日（
土
）11：00～

12：00
【
場
　
所
】　
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
3階
第
一
演
習
室（
東
京
・文
京
区
本
郷
）／

　
　
　
　
　
オ
ン
ライン

Zoom
【
出
　
席
】　
菱
川
法
之（
会
長
）、増
井
暁
夫（
副
会
長
）、矢
後
勝
也（
副
会
長
）、工
藤
忠
、長
谷
川
大
、

　
　
　
　
　
栗
山
定
、関
康
夫
、Yu-Feng HSU、上

田
俊
介、上

原
二
郎
、齊
藤
光
太
郎
、斎
藤
基
樹
、

　
　
　
　
　
杉
原
由
一
、渡
辺
康
之
、高
崎
浩
幸

【
陪
　
席
】　
井
上
健（
監
事
）、宇
野
彰（
副
編
集
委
員
長
）、小
沢
英
之（
財
務
委
員
長
）

【
委
任
状
】　
加
藤
義
臣
、坂
田
潤
一
、稲
岡
茂（
以
上
、理
事
）

【
議
　
事
】

◆
各
委
員
会
か
ら
の
報
告

 1．2023年
度
事
業
計
画

　
◎
 2023年

度
に
対
馬
市
博
物
館
の
企
画
展
の
後
援
で
バ
タフライ・フォ

ー
ラム
開
催
を
検
討

 2．2022年
度
決
算
と
2023年

度
予
算（
財
務
委
員
会
）　

 3．WEBサイト更
新
に
つ
いて
⇒
W
EBサイトリニ

ューアル
の
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を

 　
始
め
る
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12月
の
大
会
演
題
を
募
集
し
ま
す！！

■
 2023年

度
の
会
員
総
会・大

会
の
日
程
は
12月
9日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
す。

会
場
は
い
つ
も
の
東
京
大
学
理
学
部
大
講
堂
で
す。今

年
も
国
内
外
問
わ
ず
最
新

の
蝶
の
話
題
を
提
供
す
る
予
定
で
す
の
で、皆

様
ご
予
定
を
空
け
て
お
か
れ
ま
すよ

う
、お
願
い
申し
上
げ
ま
す。

【
申し
込
み
先
】　

日
本
蝶
類
学
会
2023年

度
大
会
事
務
局
宛

E-mail; bsj@shobix.co.jp　

【
問
い
合
わ
せ】

TEL 03-3812-5223/Fax 03-3816-1561
（
いず
れも
平
日
の
み
）

★
2023年

度
第
1
回
理
事
会
議
事
録

【
日
　
時
】　
2023年

3月
4日（
土
）　
14時

00分
～16時

30分
【
場
　
所
】　
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
第
一
演
習
室（
3階
）及
び
Zoom

に
よる
オン
ライン

会
議

【
議
　
長
】　
増
井
暁
夫（
副
会
長
）

【
出
席
者
】　
菱
川
法
之（
会
長
）、矢
後
勝
也（
副
会
長
）、稲
岡
茂
＊、上

田
俊
介、上

原
二
郎
＊、

　
　
　
　
　
工
藤
忠＊、齊

藤
光
太
郎
、坂
田
潤
一＊、関

康
夫
、高
崎
浩
幸
＊、長

谷
川
大

　
　
　
　
　（
以
上
、理
事
）  ＊は

Zoom
で
オ
ン
ライン

参
加
　

【
陪
　
席
】　
小
沢
英
之＊（

財
務
委
員
長
）、久
保
田
瑛
子（
編
集
委
員・W

EB担
当
）、

　
　
　
　
　
谷
尾
崇＊（

会
員・対

馬
市
博
物
館
）、伊
藤
勇
人（
会
員
）＊は

Zoom
で
オン
ライン

参
加
　

【
委
任
状
】　
栗
山
定
、Yu-Feng HSU、加

藤
義
臣（
以
上
、理
事
）

【
議
事
内
容
】

1．対
馬フォー

ラム
の
開
催
に
つ
いて

　
①
 日
本
蝶
類
学
会
の
後
援
承
認

　
②
 バ
タフライフォ

ー
ラム
を
特
別
展
に合
わ
せ
て
対
馬
で
開
催

　
◎
 開
催
日
時：7月

８
日（
土
）
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◎
 開
催
場
所：対

馬
市
博
物
館
  館
内
講
演
室

　
◎
 講
演
者：長

谷
川
大（
ゼ
フィルス

に
つ
いて
）、矢
後
勝
也（
ツ
シ
マ
ウ
ラボ
シ
シ
ジミに

つ
いて
）

　
　
 対
馬
へ
の
旅
費
等
は
対
馬
市
か
ら支
払
わ
れ
るた
め
、日
本
蝶
類
学
会
か
ら
の
支
払
い
は
な
い
。

2．HPリニューアル
に
つ
いて

　
宣
伝
力
の
強
化
や、学

会
業
務
の
デ
ジ
タル
化
を
進
め
る
た
め
、上
田
俊
介（
理
事
）、長

谷
川
大（
理

事
）、久
保
田
瑛
子（
編
集
委
員・W

EB担
当
）の
3名
か
らプ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション

が
あり、今

後
の
方
向

性
に
つ
いて
討
議
。

　
ITコ
ン
サ
ル
タ
ント
企
業「（

株
）アイシイミップ（

https://icmip.jp/）」に
委
託
し
、ホ
ーム
ペ
ー

ジ
の
作
成
発
注
することを

決
定
。

　「
HP準

備
委
員
会
の
立
ち
上
げ」を

会
員
総
会
に
立
案
す
る
ことを

決
定
。委
員
会
の
正
式
な
立
ち

上
げ
に
は
会
則
の
変
更
が
必
要
な
た
めで
あ
る
。現
ウェブ

担
当
で
あ
る
久
保
田
瑛
子
が
HP準

備
委

員
長
として会

則
の
変
更
を
もって任

命・就
任
する
。ま
た
、同
時
に「
委
員
に
は
何
らか
の
謝
金
を
支

払うことを
検
討
」す
る
ことと

な
った
。こち

ら
も
総
会
で
正
式
決
定
。リニ

ューアル
が
済
ん
だ
後
に

は
HP準

備
委
員
会
は
HP委

員
会
と
な
り、メ

ー
ル
の
振
り
分
け、返

信
等
を
含
む
IT関

連
業
務
を
行

う
べ
きとの

案
が
出
た
。

３．そ
の
他

　
①
 決
算
報
告

　
3月
中
に
提
出
さ
れ
る
。監
査
役
の
承
認
意
見
が
つ
い
た
監
査
書
類
を
メ
ー
ル
に
て
回
覧
し
、3月

中
に
承
認
を
通
す
こと
が
確
認
さ
れ
た
。

　
②
 種
の
保
存
法
に
つ
いて

　
国
内
希
少
野
生
動
植
物
に
な
る
と
予
算
が
つ
く一方

で、標
本
の
移
動
に
制
限
が
か
か
る
と
い
う
現

状
が
あ
る
。貴
重
な
標
本
の
廃
棄
を
防
ぐ
た
め
の
緩
和
策
として「

個
人
か
ら
個
人
、研
究
目
的
教
育

目
的
の
移
動（
場
合
に
よって

は
金
銭
を
伴
う）を

可
能
に
する」旨

の
要
望
書
を
出し
た
い
。法
改
正
も

しくは
現
状
の
法
解
釈
の
確
認
を
後
押しす

るた
め
、他
の
昆
虫
関
連
学
会
と
の
連
名で
要
望
書
が
提

出
で
き
な
い
かと
い
う
議
題
に
つ
いて、要

望
書
を
出
すと
い
う意
見
に
つ
いて
は
満
場
一
致
、中
身
に

つ
いて
は
別
途
諮
る
ことで

決
定し
た
。文
案
は
整
合
性
を
詰
め
た
上で
今
年
の
夏
以
降
の
議
論
を
行

う方
針
が
示
さ
れ
た
。

③
2023年

蝶
類
学
会
大
会
招
待
講
演
に
つ
いて

　
齊
藤
光
太
郎
理
事
より、「慶

應
義
塾
幼
稚
舎
 相
場
博
明
教
諭
」の
推
薦
が
あ
った
。相
場
教
諭
は

300万
年
前
の
那
須
の
地
層
か
ら
ミ
ス
ジ
チョウ

の
化
石
を
発
見
して
い
る
。招
待
講
演
に
つ
い
て
反

対
意
見
は
なく、齊

藤
理
事
の
方
か
ら
相
場
教
諭
に
連
絡
を
取
って
も
ら
い
講
演
依
頼
を
す
る
こと
が

決
まった

。
　
海
外
招
待
講
演
も
検
討
を
開
始
し
た
。候
補
として、シ

コ
ロ
ベッ
ツ（
ウ
ク
ラ
イナ
）、ラ
マ
ス（
ペ

ル
ー？南

米
）、ブ
ラン
カ（
イギ
リス
）の
三
名
が
あ
げ
ら
れ
た
。そ
れ
ぞ
れ
に
打
診
を
行
い
、理
事
会
と

は
別
に
検
討
を
続
ける
。

コ
ロナ禍で2年連続開催できな

かった総会・大会が、2 0 2 2年

12月10日にハイブリッド形式で東京

大学理学部大講堂にて開催された。当

日ギリギリまでコロナの感染状況が

懸念されたが、無事に開催できた。リ

アル参加者、オンライン参加者併せて

マックスで120人程度と盛況となった。

　大会終了後にはイタリアンレスト

ランで懇親会も開くことができた。懇

親会は飛び入り参加者もあって大い

ににぎわった。当日は下のような演題

が揃った。

▲
全
員
集
合
！
  リ
ア
ル
参
加
者
だ
け
で
こ
れ
だ
け
の
盛
況
。
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
も
含
め
る
と
120人

以
上
に
な
っ
た
。

2022年
度
総
会・大

会
報
告

12月
10日

東
京
大
学
理
学
部
大
講
堂

◎
杠

 隆
史（

大
阪

昆
虫

同
好

会
） 【

磐
瀬

賞
受

賞
記

念
特

別
講

演
】 「

チ
ョ

ウ
の

趣
味

と
歩

む
人

生
」

◎
楠

本
優

作（
順

天
堂

大
）　「

モ
ン

キ
ア

ゲ
ハ

御
蔵

島
・神

津
島

亜
種

 Papilio helenus toshikoaeに
関

す
る

考
察

」
◎

小
田

康
弘（

日
本

鱗
翅

学
会

）　「
越

冬
す

る
蝶

の
写

真
か

ら
の

雌
雄

判
別

法
」

◎
勝

山
 豊（

京
都

大
学

蝶
類

研
究

会
O

B会
6大

陸
ク

ラ
ブ

）
　「

標
本

斑
紋

の
パ

タ
ー

ン
認

識
に

よ
る

東
南

ア
ジ

ア
産

蝶
の

ミ
ミ

ク
リ

ー
分

析
の

基
礎

検
討

」
◎

谷
尾

 崇（
対

馬
博

物
館

）　「
開

館
し

た
対

馬
博

物
館

と
収

蔵
資

料
の

中
か

ら
特

筆
す

べ
き

蝶
類

標
本

に
つ

い
て

」
◎

添
 徹

太
郎（

Taxonom
ic Science Inc.）　「

フ
ロ

リ
ダ

の
奇

怪
な

シ
ジ

ミ
Eumaeus atalaの

生
態

に
つ

い
て

」
◎

Yu Feng H
SU（

N
ational Taiw

an N
orm

al U
niv.）

　
"Dialogue betw

een ancient artists and m
odern biologists - identification of butterflies and 

　
m

oths on the antique paintings in the collection of the N
ational Palace M

useum
 at Taipei"

▲
磐
瀬
賞
を
受
賞
し
た
杠
隆
史
氏（
左
）と
菱
川
法
之
会
長（
右
）
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■ 1日目（2 0 2 3 ・ 7  ・ 7）

対馬入り

　羽田空港を朝7時に飛び立った

便は、予定どおり8時45分に福岡

へ到着した。空港職員に対馬への

乗継便について尋ねると、天候判

断中であり9時過ぎの案内を待て

とのこと。先の搭乗便では富士山

も御嶽山もきれいに見えていたの

に、今、空港の外はかなり強い雨が

降っている。その後、9時を待たず

して対馬便の欠航を告げる放送

が入り、仕方なく指定窓口に並ぶ

（まったく幸先の良いスタートだ

…）。
　後に聞いたことだが、対馬の空

港に管制塔はなく有視界飛行のみ

なので、この時期の欠航はよくあ

ることなのだとか。対馬博物館の

谷尾さんに連絡をとると、「天候回

復の見込みは薄く次発が飛ぶ保

証もないので、航空運賃の払い戻

しを受けたらジェットフォイルで

来てください」とのこと。列の後方

を見ると矢後副会長の姿が見えた

のでそのことを告げ、一緒にタク

シーで博多港へ向かう。

　港に着くと、10分後に出港との

ことで慌ててチケットを購入し、

乗船。途中、壱岐を経由し、予定ど

おり昼過ぎには対馬の厳原港へ到

着する。乗船後も雨は降り続いて

いたが、予想外に海は穏やかで快

適な船旅であった。これで演者2

名の対馬入りは果たせたが、会長

はじめ島外からの参加者はどうな

るのだろうか？

■ 2日目（2 0 2 3 ・ 7 ・  8）
前哨戦

　昨日に引き続き、今日も朝から

雨。結局、空路長崎経由で来島を予

定していた栗山編集委員長は昨夜

20時過ぎの船便で到着、菱川会長

は昨夕福岡に到着するも足留めに

会い、本日午後到着の船便で来島

されるとのこと。伊藤次期運営委

員長に至っては、フォーラムに間

に合うかどうかも怪しい。

　朝食は一昨日から滞在している

高崎ご夫妻とご一緒させていただ

く。「たくさんのカラスアゲハ（ミ

ヤマ？）とキリシマミドリシジミ

1♂を見ましたよ」と、高崎先生は

にこやかに好天だった一昨日の情

報を下さるが、無情にも雨は一向

に止む気配はない。

　朝食後、矢後副会長にレンタ

カーの使用許可をいただき、独り

オサムシ狙いのピットホールト

ラップを掛けに厳原から程近い山

上へ向かう。100個の紙コップを汗

だくになりながら埋める間も容赦

なく雨は降り続き、「明日の回収ま

でにエサが洗い流されてしまう

な」とつい弱音が出る。

　フォーラム開始の14時まではま

だ間があるし、ゼフィルスの講演

をしに来たのに一か所も生息地

を見ずに帰るのは癪なので、作業

後は一旦山を下り、以前訪れたこ

とのある鴨居瀬方面へ行ってみる

ことにする。ここは、複雑に入り組

んだ海岸線と、なだらかな丘や小

島が織りなす独特の景観が広がる

島内有数の景勝地でもある。高台

を走る道路から見える周囲の丘に

は、やや矮小化したアベマキやコ
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◎
文
/写
真：
長
谷
川
 大（

理
事
）

対
馬
バ
タ
フ
ラ
イ
フ
ォ
ー
ラ
ム
雑
感

ナラ、ときにカシワが二次林を形

成している。道端に車を停めて傘

を差しながら歩くが、飛び出すの

はキタキチョウくらいのもので、

あわよくばオオミドリシジミの♀

でも…という淡い期待はすぐに打

ち砕かれた。

　沖島（おきのしま）と赤島を結

ぶ赤島大橋で記念写真などを撮っ

ていると、奇跡的に雨が止み薄日

が射してきた。フォーラムの時間

は迫るがここは一勝負といきた

い。積んできた長竿にメッシュ

ネットを付けてアベマキやカシワ

を叩いてまわる。葉に付いた滴で

ネットはすぐに濡れてしまうが、

小さなシジミチョウが1頭、また

1頭と飛び出してくる。いったん

飛び出したチョウは風に流されて

なかなか止まってくれない。

　ふと、妙な気配を感じて振り返

ると、括り罠に捕まったイノシシ

が道端の水たまりでの中で暴れて

いる。対馬ではシカ害とともにイ

ノシシによる農業被害もひどいと

聞いた。こんなところで実物に出

くわすとは…。 ◆
写
真
説
明

Fig. 1： ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
Venus 2.

Fig. 2： 鴨
居
瀬
の
二
次
林
.

Fig. 3： 赤
島
大
橋
.

Fig. 4： 括
り
罠
に
捕
ま
っ
た
イ
ノ
シ
シ
.

Fig. 1

Fig.2

Fig. 3

Fig. 4
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　気を取り直し、飛び出すチョウ

を捕えてみると、それはミズイロ

オナガシジミだった。冬場にはコ

ナラから数卵しか採れなかったの

に成虫の数はそこそこ多い。対馬

ではコナラではなくアベマキが真

のホストなのかもしれない。8頭

を捕り込んだところで時間切れ。

雌雄を判別している余裕はないか

ら、すべて活かして持ち帰る。

【バタフライフォーラム】

　ホテルで着替えて、13時45分に

博物館へ着くと、つい先ほど船で

厳原港に到着したという菱川会長

がすでに会場入りされていた。外

はあいにくの本降り。それにもか

かわらず、時間前から熱心な一般

参加の方が複数組お見えになり、

共催者サイドとしては誠に感謝の

念に堪えない。

　菱川会長による開会挨拶に続

き、矢後副会長の前座を務める私

は、「対馬のゼフィルス」と題し、

この地に分布するウラジロミドリ

シジミやキリシマミドリシジミの

分類について話をさせていただい

た。
　続く矢後副会長は、ツシマウラ

ボシシジミの保全活動について数

ある事例を取り上げて講演され、

地元の方々の深い理解や、持続可

能な仕組みづくりが何より不可欠

と結んでおられた。

　講演後、ツシマヤマネコの保全

活動をされているという男性か

ら、「子どもたちに生き物の大切さ

をアピールする方法についてアド

バイスを」との問い掛けがあり、副

会長が、「子どもに限らず、実際に

見たり触れたりしたものしか、そ

の大切さは理解できない」、「昔は、

昆虫を採ったり飼ったりすること

が教育現場で奨励されたが、それ

なりの意味があった」といった趣

旨の返答されていたのが印象的

だった。対馬の子どもたちにとっ

てツシマウラボシシジミは自然の

仕組みを学ぶ格好の教材なのでは

ないだろうか。

 ■ 3日目（2 0 2 3 ・ 7 ・  9）

オサトラップ

　予報どおり本日も朝から雨。17

時発の帰りの飛行機は天候調査次

第との不吉なメールが届く。

　それはともかく、昨日仕掛けた

トラップを回収せねばならない。

5時起きで独り山へ向かう。早朝

の天候は昨日よりさらに悪く、垂

れ込める霧と横殴りの雨で、薄暗

い地面に埋めた白い紙コップを探

すのにも苦労する有様である。

　対馬のオサムシは、有名なツシ

マカブリモドキとツシマオサムシ

（ヒメオサムシの対馬亜種）の主に

2種。前者に近縁なマイマイカブ

リの例に照らすと、新成虫の出現

にはまだ少し早いと思われ、少な

くとも最適期とは言い難い。それ

The Butterfly Society of Japan
009

日
本
蝶
類
学
会
008

に加えこの荒天、例えだめでも諦

めはつくというものだ。

　そんな思いも相まって、コップ

の底にオサムシの姿を認めたとき

には心底喜びが込み上げた。ツシ

マオサムシが2頭、3頭と景気よ

く入ったコップもあり、ついには

これより一回り大きいツシマカブ

リモドキも目に飛び込んできた。

安物の合羽のせいで全身びしょ濡

れだが、目的の虫さえ採れれば自

然に鼻歌が出るのだから我ながら

現金なものだ。

【ツシマウラボシシジミ観察会】

　ホテルへ戻って濡れた服を着替

え、荷物をまとめ、チェックアウト

を済ませると、フォーラムの一環

として企画された「ツシマウラボ

シシジミ観察会」のため、上島の某

所へ向かわなければならない。9

時過ぎに対馬市の公用車とレンタ

カーに分乗した一行は一路島の北

部を目指す。途中立ち寄った佐護

の集落では、一時的に雨が止み、ウ

ラナミジャノメやハラビロトンボ

が姿を現してわれわれの目を楽し

ませてくれた。

　昼食後、対馬市自然共生課の神

宮さんが待ち合わせ場所にお見

えになり、観察会場の保全区まで

軽トラで先導してくださった。荒

天ゆえか一般参加はなく、観察会

は学会関係者のみで実施すること

に。この時点で雨脚はかなり強く、

正直なところツシマウラボシシジ

ミを見ることができるとは到底思

えなかったが、矢後副会長だけは

「間違いなく見られます」と自信

◆
写
真
説
明

Fig. 5： 矢
後
副
会
長
に
よ
る
講
演
.

Fig. 6.： フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て
記
念
撮
影
.

Fig. 7： ツ
シ
マ
カ
ブ
リ
モ
ド
キ
.

Fig. 8： ハ
ラ
ビ
ロ
ト
ン
ボ
♂
.

Fig. 9： ウ
ラ
ナ
ミ
ジ
ャ
ノ
メ
大
陸
亜
種
.

Fig. 10： ツ
シ
マ
ウ
ラ
ボ
シ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫
.

▲
Fig. 5

Fig. 1

▲
Fig. 7

▲
Fig. 8

▼
Fig. 6

▼
Fig. 9

▼
Fig. 10
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満々である。

　対馬の山林のシカ害も私の住む

神奈川県同様に目を覆いたくなる

ような惨状で、スギの植林地の林

床はむき出しの土壌とスギの枯れ

枝で一面覆われている。小さな流

れに沿って林内を進んでいくと、

シカ柵で囲まれたエリアが大小

3か所あり、境界に設置された扉

をくぐるとあたりの景色は一変し

た。成虫の吸蜜植物となるハエド

クソウや食草のヌスビトハギ類を

はじめ、柵内には膝の高さまで草

が繁茂しており、シカ害が顕著に

なる以前の林床の姿がそこには

あった。

　ありがたいことに、ほどなく陽

が射してきて、待望のツシマウラ

ボシシジミがチラチラと飛び始め

る。発生初期なのか♂の個体が圧

倒的に多く、追飛行動や吸蜜行動

が見られたが、カメラを構えると

スーッと離れていってしまう。♀

は食草や花に長く止まってくれる

そうなのだが、この点だけは少し

残念。多い時で、5個体ほどが視界

に入るような状況で、参加者はみ

な満足した様子だった。

　神宮さんによれば、チョウの楽園

のように見えるこの保全区も、倒木

などによる柵の破損リスクに常に

晒されており、万一、シカの進入を

許せば、個体群の消滅に直結するこ

とから、定期の見回りとメンテナン

スが欠かせないのだと言う。一口に

生物種の保全と言っても、こうした

日々現場で行われる地道な取組や、

地権者、地域住民及び自治体職員の

理解、そして諸々の財政負担の上

に、辛くも成り立っているものだと

いうことをわれわれは肝に銘じな

ければならない。

　その後、市が用意してくださっ

たヌスビトハギ類（ヌスビトハギ、

ケヤブハギ及びフジカンゾウ）の

ポット苗を参加者全員で保全区内

に補植する。よく見れば、柵の隙間

からシカが頭を突っ込んで摂食す

るので、柵に沿って50 

 cmほどの部

分は柵内でも裸地化しており、増

えすぎたシカとの攻防はこんなと

ころにも垣間見られる。作業をし

ながら、一介のむし屋の私にでき

ることはなんだろうかと考えを巡

らすが、シカ柵の補修費の足しに

いくらか寄付をするとか、ツシマ

ジカ（ニホンジカ対馬亜種）のジ

ビエを食べまくるとか、月並みの

ことしか頭に浮かばない。観察会

の締め括りに、ツシマウラボシシ

ジミをあしらった募金箱が登場し

たので、会長はじめ参加者各々が

心ばかりの寄付をよせることがで

きたのは幸いであった。

 ■おわりに

　翌日まで滞在するという菱川会

長、栗山編集委員長、伊藤次期運営

委員長らとは現地で別れを告げ、

矢後副会長と私は島の中央部に位

置する対馬やまねこ空港へレンタ

カーを飛ばした。一時ではあった

が晴れ間が覗くという幸運に気を

良くし、少しのんびりし過ぎたら

しい。レンタカーを返却し、送迎車

で空港入りしたのは離陸20分前の

16時40分。焦りまくる私を尻目に、

矢後副会長はいつものこととばか

りに涼しい顔をしている。福岡行

の小型プロペラ機の座席に着き、

副会長から差し出された缶ビール

を一口飲んでやっと落ち着くこと

ができた。珍しく悪天候に振り回

された三日間だったが、気の置け

ないメンバーと過ごす離島の旅

は、やはり何物にも代え難い極上

の時間であった。

　最後になるが、対馬バタフライ

フォーラム開催にあたり、本会会

員で対馬博物館学芸員の谷尾崇さ

ん、対馬博物館の館長以下スタッ

フの皆さん、対馬市自然共生課の

神宮周作さんには、たいへんお世

話になった。この場を借りて心か

ら御礼を申し上げる。

◆
写
真
説
明

Fig. 11：  シ
カ
柵
を
境
に
左
右
で
環
境
は
一
変
.

Fig. 12： 食
草
の
補
植
を
行
う
会
長
ら
.

Fig. 13： 補
植
し
た
食
草
の
苗
.

Fig. 14： 観
察
会
を
終
え
記
念
撮
影

　
　
　
　（
左
か
ら
伊
藤
氏
，
長
谷
川
，
神
宮
氏
，

　
　
　
　
菱
川
会
長
，
矢
後
副
会
長
，
栗
山
編
集
委

　
　
　
　
員
長
）．
神
宮
氏
の
手
に
は
募
金
箱
．

Fig. 12

Fig. 13

Fig. 11
Fig. 14
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■
皆
さ
ん
は
、何
か
ち
ょ
っ
と
良
い
蝶
を
採

集
し
て
短
報
を
書
こ
う
と
し
た
際
に
、既
に

記
録
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、調
べ
る
の
に
苦

労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。或
い
は
あ

る
蝶
に
関
し
て
、自
分
の
住
む
県
の
分
布
や

観
察
記
録
を
調
べ
る
の
に
手
間
取
っ
た
こ

と
は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。私
は
30
年
前

に
、そ
れ
ら
の
手
間
を
省
く
た
め
、地
元
岡

山
県
で
の
記
録
を
拾
い
上
げ
種
別
に
ノ
ー

ト
に
書
き
写
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
書
き
写
す
の
は
面
倒
な
上

に
忽
ち
ノ
ー
ト
は
一
杯
に
成
り
、と
て
も
続

け
ら
れ
る
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

諦
め
か
け
た
頃
、丁
度
世
間
に
パ
ソ
コ
ン
が

普
及
し
て
個
人
で
も
持
て
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
の
で
、ノ
ー
ト
を
パ
ソ
コ
ン
に
切
り

替
え
ま
し
た
。そ
れ
以
降
、発
表
さ
れ
た
記

録
を
集
め
て
入
力
を
続
け
て
今
に
至
り
ま

す
が
、当
初
は
あ
く
ま
で
自
分
用
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
で
し
た
。そ
ん
な
作
業
を
続

け
る
内
に
、他
の
人
に
と
っ
て
も
便
利
な
物

だ
ろ
う
と
考
え
、2 0 0 2
年
に
最
初
の
岡

山
県
蝶
類
デ
ー
タ
集
を
発
行
し
ま
し
た
。そ

し
て
一
度
始
め
た
デ
ー
タ
収
集
は
、出
版
し

た
か
ら
と
言
っ
て
終
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、

そ
れ
が
貯
ま
っ
た
た
め
続
編
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。既
に
ご
覧
に
な
っ
た

方
に
は
、利
用
価
値
が
お
分
か
り
戴
け
る
と

思
い
ま
す
が
、そ
う
で
は
な
い
方
の
た
め
に

少
し
説
明
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　
第
一
集
で
最
も
古
い
記
録
は
、1 

7 

3 

5

年
に
江
戸
幕
府
の
命
に
よ
り
備
前
池
田
藩

が
提
出
し
た
藩
内
の
生
物
を
含
め
た
産
物

の
目
録
で
し
た
。そ
れ
か
ら
2 

0 

0 

0
年
ま

で
に
報
告
さ
れ
た
3 

万
2 

千 

3 

8
件
、第
二

集
で
は
2 

0 

0 

1
年
〜
2 

0 

2 

0
年
の
間

の
1 

万 

6 

千
8 

8 

0
件
の
記
録
を
収
録
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
文
献
の
数
で
は
な
く
、

そ
こ
に
記
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
数
で
す
。種
ご

と
に
、場
所
、日
付
、採
集
者
や
執
筆
者
、掲

載
文
献
や
記
録
の
内
容
な
ど
が
一
目
で
分

か
り
ま
す
。言
い
方
を
変
え
れ
ば
、書
庫
一

杯
の
数
百
万
円
す
る
文
献
の
山
か
ら
、岡
山

県
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
し
て
こ
の
二
冊

に
纏
め
て
い
ま
す
。そ
れ
ま
で
ベ
テ
ラ
ン
し

か
持
っ
て
い
な
い
文
献
や
知
識
を
、初
心
者

で
も
瞬
時
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る

わ
け
で
す
。

１　

前
回
出
版
し
た
時
の
状
況
と
、

　
　
　

今
回
改
訂
版
を
作
成
し
た
背
景  

＆  

２　

前
回
と
今
回
の
作
業
環
境
の
違
い

　
前
回
は
主
に
過
去
の
文
献
を
探
し
て
記

録
を
拾
う
作
業
な
の
で
、古
い
文
献
を
手
に

入
れ
る
の
が
最
大
の
問
題
で
し
た
。自
分
が

知
ら
な
い
文
献
が
多
数
あ
り
ま
す
し
、仮
に

分
か
っ
て
も
何
処
に
あ
る
か
、ど
う
や
っ
て

手
に
入
れ
た
ら
良
い
か
、悩
み
は
深
か
っ
た

で
す
。そ
こ
で
、幾
つ
か
文
献
を
集
積
し
て

い
る
同
好
会
や
博
物
館
、研
究
所
な
ど
を

訪
ね
て
コ
ピ
ー
を
と
っ
た
り
、文
献
コ
レ
ク

タ
ー
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
に
頼
ん
で
借

り
た
り
。ま
た
、今
は
無
き
蝶
研
出
版
も
、全

国
の
同
好
会
か
ら
文
献
を
集
め
て
い
ま
し

た
。「
見
に
行
く
」と
言
っ
た
と
き
に
「
欲
し

い
も
の
は
送
る
」と
ご
配
慮
を
戴
き
ま
し

た
。そ
し
て
最
後
に
は
、白
水
隆
先
生
の
文

献
目
録
に
掲
載
さ
れ
な
が
ら
も
入
手
で
き

な
い
物
が
あ
っ
た
際
は
、先
生
に
九
大
に
保

管
さ
れ
て
い
る
そ
れ
を
発
掘
し
て
閲
覧
す

る
た
め
の
紹
介
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、「
わ

ざ
わ
ざ
来
な
く
て
い
い
、コ
ピ
ー
を
送
っ

て
あ
げ
る
」と
言
っ
て
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
（
勿
論
先
生
が
コ
ピ
ー
す
る
の
で
は
な

く
、学
生
に
探
し
出
さ
せ
て
コ
ピ
ー
も
さ
せ

た
の
で
し
ょ
う
）。こ
れ
ら
の
古
か
っ
た
り

マ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
り
す
る
文
献
を
発
掘
す

る
の
に
は
骨
が
折
れ
ま
し
た
が
、一
番
残
念

だ
っ
た
の
は
、関
係
者
が
既
に
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
で
し
た
。記
述
に
疑
問
が
あ
れ
ば

す
べ
て
ク
リ
ア
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
て
、多
分
百
通
を
超
え
る
質
問
の
手
紙
を

関
係
者
に
送
り
ま
し
た
。も
う
あ
と
十
年
早

く
こ
の
作
業
を
始
め
て
い
た
ら
と
、随
分
後

悔
し
ま
し
た
。そ
の
よ
う
に
30
代
か
ら
40
代

に
掛
け
て
の
10
年
間
を
、受
験
生
並
み
の
生

活
で
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に
費
や
し
ま
し

た
。

　
た
だ
今
回
の
第
二
集
で
は
、過
去
に
遡
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。2 

0 

0 

0
年

◎
三 

宅  

誠 

治

「
岡
山
県
蝶
類
デ
ー
タ
集
」作
成
に
あ
た
っ
て
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以
降
も
、新
た
に
発
行
さ
れ
た
物
か
ら
デ
ー

タ
を
拾
う
作
業
は
継
続
し
て
い
た
の
で
、そ

れ
を
20
年
間
続
け
た
だ
け
で
す
。前
回
に
大

変
な
想
い
を
し
た
分
、今
回
は
悩
ん
だ
こ
と

も
あ
ま
り
無
く
、手
応
え
の
よ
う
な
も
の
を

そ
れ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
の
が
正
直
な
印

象
で
す
。

３　

実
際
の
発
行
作
業
状
況

（
作
成
時
間
、印
刷
所
と
の
調
整
、経
費
な
ど
）

　
作
成
作
業
は
、ま
ず
文
献
に
目
を
通
し
必

要
な
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち

込
み
ま
す
。引
用
文
献
が
あ
れ
ば
、芋
づ
る

式
に
遡
っ
て
い
き
ま
す
。た
だ
、こ
れ
は
単

純
作
業
で
す
。大
変
な
の
は
、記
述
さ
れ
た

内
容
の
検
証
で
す
。以
前
は
同
好
会
誌
な
ど

に
採
集
記
が
よ
く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。遠

方
か
ら
採
集
に
来
て
、採
集
場
所
が
○
山
と

か
、○
地
域
の
よ
う
に
曖
昧
に
書
か
れ
て
い

て
、正
確
な
地
名
な
ど
が
分
か
ら
な
い
も
の

が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。世
に
言
う
5 

W 

1 

H

が
抜
け
て
い
る
わ
け
で
す
。ま
た
、記
述
さ

れ
た
地
名
と
自
分
の
知
る
当
地
の
環
境
と

が
一
致
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。こ
れ

ら
は
可
能
な
限
り
執
筆
者
に
手
紙
を
書
い

て
確
認
し
て
貰
い
ま
し
た
。ま
た
、同
一
人

物
が
別
な
冊
子
に
も
報
告
を
書
き
、そ
の
内

容
が
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
し
た
。今
と
違
い
、電
車
や
バ
ス
そ
し
て

歩
き
で
採
集
に
行
っ
て
い
た
頃
に
、同
じ
日

に
遠
く
離
れ
た
場
所
で
の
採
集
デ
ー
タ
が

あ
れ
ば
、ど
ち
ら
か
が
誤
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。一
人
の
採
集
者
の
記
録
を
、日
付

や
場
所
で
ソ
ー
ト
し
て
整
合
性
を
確
認
す

る
こ
と
も
必
要
で
し
た
。時
代
が
新
し
く
な

る
と
、段
々
と
そ
ん
な
問
題
点
も
減
っ
て
き

ま
し
た
。皆
さ
ん
が
投
稿
に
慣
れ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
。

　
さ
て
そ
う
し
て
原
稿
が
完
成
す
る
と
今

度
は
印
刷
で
す
が
、20
年
前
と
今
で
は
状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。今
な
ら
、

ネ
ッ
ト
検
索
で
全
国
の
印
刷
会
社
の
見
積

も
り
を
取
る
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、メ
ー
ル

で
簡
単
に
質
問
も
出
来
ま
す
。自
分
で
完
全

な
原
稿
ま
で
作
成
す
れ
ば
、格
安
で
印
刷
し

て
く
れ
る
所
を
探
す
こ
と
も
可
能
で
す
。し

か
し
以
前
だ
っ
た
ら
限
ら
れ
た
会
社
と
話

を
し
て
、原
稿
を
渡
し
た
ら
先
方
任
せ
で
し

た
。印
刷
費
用
を
あ
ま
り
節
約
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。た
だ
逆
に
難
し
く
な
っ
て
い

る
の
は
、今
は
書
籍
を
購
入
し
て
く
れ
る
人

は
以
前
に
比
べ
て
減
っ
て
い
ま
す
。価
格
と

販
売
目
標
、こ
れ
は
難
し
い
問
題
で
し
ょ

う
。

　
も
し
今
後
他
県
で
も
デ
ー
タ
集
を
作
る

際
に
、気
を
つ
け
て
お
い
た
方
が
良
い
こ
と

を
書
か
せ
て
戴
き
ま
し
ょ
う
。採
算
度
外
視

な
ら
別
で
す
が
、限
ら
れ
た
経
費
で
印
刷
す

る
際
に
問
題
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

デ
ー
タ
集
と
な
る
と
、恐
ら
く
ペ
ー
ジ
数
が

増
え
て
本
の
厚
み
が
増
し
ま
す
。製
本
の
機

械
は
会
社
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
、製
本
で

き
る
厚
さ
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。ネ
ッ
ト
印

刷
で
安
く
仕
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
も
、会
社

に
よ
っ
て
は
分
厚
す
ぎ
て
対
応
不
可
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
厚
み
を
減

す
た
め
印
刷
用
紙
を
薄
く
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、印
刷
機
に
よ
り
刷
れ
る
紙

の
薄
さ
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。薄
い
紙
に
刷

る
の
は
特
殊
印
刷
の
分
野
で
高
価
に
な
り

ま
す
。原
稿
は
仕
上
が
っ
た
も
の
の
そ
こ
か

ら
進
ま
な
い
、私
も
用
紙
の
選
定
と
会
社
の

マ
ッ
チ
ン
グ
で
一
ヶ
月
程
頭
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。そ
れ
さ
え
ク
リ
ア
出
来
れ
ば
、あ

と
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
本
が
出
来
上

が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

４　

情
報
収
集
方
法
と
、

　
　
　
　

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
方
法

　
デ
ー
タ
収
集
は
、ま
ず
は
地
元
の
同
好
会

誌
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。必

要
な
デ
ー
タ
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
ら
、仕
事
も
捗
り
ま
す
。進
捗
を

実
感
で
き
れ
ば
倦
怠
感
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

次
に
手
許
に
あ
る
他
県
の
文
献
や
学
会
誌

や
図
鑑
な
ど
、徐
々
に
範
囲
を
広
げ
て
い
き

ま
す
が
、引
用
文
献
も
確
認
す
る
こ
と
は
必

須
で
す
。先
輩
方
が
ヒ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
。近
く
に
図
書
館
や
博

物
館
な
ど
、文
献
が
保
管
さ
れ
て
い
る
所
が

あ
れ
ば
、そ
の
書
庫
も
漁
っ
た
方
が
良
い
で

し
ょ
う
。そ
し
て
虫
屋
と
し
て
有
り
難
さ
を

感
じ
た
の
は
、文
献
を
多
数
所
有
す
る
人
の

協
力
を
得
ら
れ
た
と
き
で
す
。私
が
頼
っ
た

松
江
の
友
人
の
よ
う
に
、「
○
と
○
と
○
の

同
好
会
の
会
誌
を
創
刊
か
ら
全
部
」と
か
、

「
書
棚
の
本
を
車
に
積
め
る
だ
け
全
部
」の

よ
う
な
無
茶
な
依
頼
に
応
え
て
く
れ
る
人

は
そ
う
居
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、日
頃

か
ら
の
付
き
合
い
は
大
事
で
し
ょ
う
。ま

た
、記
録
を
読
ん
で
著
者
に
疑
問
点
を
質
問

す
る
と
い
う
こ
と
は
、あ
な
た
の
記
述
は
間

違
っ
て
い
る
と
暗
に
突
き
付
け
る
よ
う
な

も
の
で
す
。こ
れ
も
許
さ
れ
る
よ
う
な
自
分

で
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
れ
と
も
う
一

つ
、自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
出
し
ゃ

ば
ら
な
い
程
度
に
周
り
に
伝
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
か
。日
頃
の
会
話
の
際
に
情
報
を
戴

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、初
対
面
で
も
相

手
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、厚
遇
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。虫
屋
の
付
き

合
い
は
有
り
難
い
で
す
ね
。

５　

今
後
の
地
方
に
お
け
る

　
　

蝶
類
情
報
の
集
積
に
つ
い
て
の
考
察

　
私
は
岡
山
県
に
拘
っ
て
い
る
か
ら
と

言
っ
て
、他
県
に
興
味
が
無
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。た
だ
、他
県
の
状
況
を
知
り
た

い
と
思
っ
た
際
に
、手
軽
に
詳
細
が
分
か
る

資
料
が
無
く
立
ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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出
来
る
こ
と
な
ら
、す
べ
て
の
県
で
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
が
作
成
さ
れ
た
な
ら
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、過
去
の
記
録
を

簡
単
に
知
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
ど
れ
程
便

利
で
し
ょ
う
か
。自
身
が
住
む
県
で
初
記
録

か
ど
う
か
分
か
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、

市
町
村
レ
ベ
ル（
同
好
会
誌
の
短
報
に
載
る

程
度
）ま
で
把
握
し
て
い
る
人
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。あ
る
種
の
県
の
分
布
図
を
作
ろ
う

と
思
っ
て
も
、情
報
集
め
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
と
ど
れ
程
の
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う

か
。岡
山
県
だ
と
、思
い
つ
い
た
ら
直
ぐ
に

プ
ロ
ッ
ト
を
始
め
ら
れ
ま
す
。あ
る
種
の
調

査
や
そ
の
纏
め
を
思
い
立
っ
た
と
き
に
、記

録
の
一
覧
が
あ
れ
ば
再
確
認
の
足
掛
か
り

に
な
り
ま
す
し
、空
白
地
補
完
と
い
う
問
題

設
定
も
容
易
く
出
来
ま
す
。そ
の
地
域
の
発

生
時
期
も
デ
ー
タ
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来

る
で
し
ょ
う
。先
人
が
残
し
て
く
れ
た
生
態

観
察
の
記
録
な
ど
も
、埋
も
れ
さ
せ
ず
に
認

識
で
き
ま
す
。種
の
衰
亡
が
論
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
基
礎

デ
ー
タ
で
あ
る
過
去
の
記
録
を
無
視
し
た

議
論
は
危
う
い
と
思
い
ま
す
。デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
あ
れ
ば
、現
在
と
の
比
較
を
行
う
こ
と

も
可
能
で
す
。ま
た
誰
が
い
つ
何
処
で
何
を

し
て
い
た
か
、先
人
の
歩
み
が
見
え
て
き

て
、ロ
マ
ン
に
浸
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で

す
。今
度
、私
が
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て

い
る
の
は
、岡
山
県
で
の
蝶
全
種
の
初
記
録

の
リ
ス
ト
作
り
で
す
。同
時
に
、岡
山
県
で

記
録
さ
れ
た
蝶
す
べ
て
の
異
常
型
の
目
録

で
す
。こ
れ
も
、大
し
た
手
間
は
か
か
ら
ず

出
来
て
し
ま
い
ま
す
。思
え
ば
便
利
な
こ
と

だ
ら
け
で
す
。是
非
、各
地
で
デ
ー
タ
の
集

積
と
纏
め
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

「岡山蝶類データ集II」
お申し込みは以下まで。
昆虫文献六本脚でもお求めいただけます。

■価格6,000円＋送料520 円
（冊子と共に郵便振込の用紙を送付）
三宅誠治 Miyake Seiji e-mail : miya@tamano.or.jp

ここ100年ばかりは、地球の人口が約25年で倍増
し続けている。わたしが生まれてから、ヒトHomo 
sapiensの数は、すでに4倍をゆうに超え、概算では2
の3乗、8倍近く、このままでは近未来に100億人に
達して、地球の資源を蚕食し続ける。回りまわっての
皺寄せが、蝶を含む野生動植物に及ぶ。
　岡山市に住むようになって、県内では見ることもな
いまま、ヒョウモンモドキのように姿を消したものも
いる。ウスイロヒョウモンモドキやゴマシジミのよう
に急激に数を減らしたり、まだ見たこともない蝶も、
本書『岡山県蝶類データ集Ⅱ：西暦2001年～2020
年発行分』（2023）を頼りに、探すことができる。他
方、クロマダラソテツシジミやメスアカムラサキ、
リュウキュウムラサキのように、21世紀に入って記録
されるようになったものもいて、本書で採集新記録
の可能性を簡便に探ることができる。
　2023/2/4、三宅誠治さんから本書（データ数
16,880件、A4判600ページ超）の「出版のお知らせ」
をメールで受け取り、迷わず直ちに申し込み、2/8

には現物を拝受して、即日、代金（6,000円）と送料
（520円）の合計6,520円を振り込んだ。収載されて
いる岡山県の蝶類に関する情報量のはかり知れな
い価値は、同著者による前著『岡山県蝶類データ集』
（2002）から容易に想像がついたからである。裏切
られることはなかった。
　本シリーズを範として、全都道府県、否、わずかの
地域ででも類書あるいは類電子データ集がとりま
とめられれば、蝶類に関するとてつもない人類の知
的遺産を後世に遺すことができる。直ちに、日本蝶
類学会の編集関係者に連絡し、「何とか本書の紹介
ができないか」と途を探った。宇野彰さんが、三宅さ
んに連絡をとってくださり、著者本人による紹介記
事が、本ニュースレターに掲載されることになった。
なお、現在は印刷版だけが存在しているが、本書
を含むデータ集は、電子テキスト版も遺して、将来
はインターネット上に公開、全文検索を可能にする
仕様が望ましい。現在、文字コードは迷うこと無く、
UTF-8 を使うべきである。

（2023/8/15、高崎浩幸 [ 本会理事] 記）

「岡山県蝶類データ集」に続け！



The Butterfly Society of Japan015



Butterflies Newsletter   No.85 Sep. 2023

日本蝶類学会 016

◆今年度の会費をお納めください！
　当会の会計年度は1月から12月までです。2023年度の会費をまだ納入されていない皆様は、お忘れ無
きようにお願いします。事務局業務を外部委託しましたので、これまでよりも迅速に宛名ラベルの会費納
入状況の更新が可能になっております。これまで「入金したのに宛名ラベルに反映されていない」事態が
たびたび発生して会員の皆様にご迷惑をお掛けしていましたが、この点は改善されました。

◆公式ウェブサイト、ブログやTwitterでも情報発信中です！
　当会の情報は公式ウェブサイト（「日本蝶類学会」で検索）、ブログ(「BSJ Blog」)、Twitter(bsj_t アン
ダーバーです)など複数のメディアで公開しております。ぜひ一度覗いてみてください。ブログは2012年に
開設して以来、累計アクセスがほぼ90万近くになっています。Twitterのフォロワーも順調に増加して、とう
とう3,000人を超えました。これからさらに積極的な情報発信に力を入れたいと思っております。WEB関
係に詳しい会員の皆様のご協力もお願いします。今度はInstagramに進出しようかどうか悩み中です。

◆会員の勧誘にご協力を！
　日本の蝶界の高齢化に伴い、当会の会員数も減少傾向に歯止めがかかりません。幸いなことに新規会
員の参加もあって、大幅減にはなっておりませんが、今後の見通しはまったく明るくありません。今後少し
でも当会の活動が安定して続くためには会員増が欠かせません。ご友人などでまだ会員になっていない
方が身近におられましたら、ぜひ勧誘していただきたいと思います。新規会員には会誌のバックナンバー
も入会特典として差し上げております。また、ニューズレターなどは会員勧誘用に残部もありますので、お
気軽に下記の事務局までご請求下さい。どうぞよろしくお願い申し上げます。

◆情報提供お待ちしております！
　こんな蝶を見つけた、でも、最近こんな蝶が減ったでも構いません。身近な話題をどしどしお寄せ下さ
い。ニューズレターにも掲載していきたいと思います。送り先は下記まで！

【編集後記】
　現在これを書いているのは９月半ば過ぎですが、未だに日本各地で35℃以上の猛暑日が記録されてい
て、一体日本の気候はどうなってしまったのでしょうか。これから寒地性の種はどんどん北方や高標高地
に追いやられてしまうのではないかと心配でなりません。今シーズンはどこも虫の数が少なかったよう
で、あまり景気の良い話が聞こえてきません。まだしばらくシーズンは続きます。9回裏で大成果が上がる
ことを期待しています。【Ｍ】
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